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要約
　看護学士課程 1 年生において在宅ケアに向けた継続看護についての教育を実践し，その効果を検討した．2015 年 11 月，
1 年生 84 名を対象に，退院調整看護師による講義と事例を用いた演習を行った．授業終了後に自己記入式の調査票を配布
した．調査項目は，学習目標の到達度 9項目，授業の効果 8項目，教育方法の有用性 1項目，講義からの学び 5項目であり，
4件法で尋ねた．また，講義からの学びについては具体的内容を自由記述でも求めた．
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　研究対象者は，看護学士課程 1年生 84 名，研究時期
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